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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチウム含有複合酸化物を含む正極と、リチウムイオンの挿入・脱離が可能な炭素材料
、合金、酸化物、窒化物のうちのいずれかを含む負極および前記正極と負極との間に介在
するセパレータとからなるリチウムポリマー二次電池であって、
　前記正極、負極およびセパレータは、ゲル化ホストポリマーおよび有機電解液を含んで
おり、
　前記正極に含まれるゲル化ホストポリマー材料の重量をＷｐ、前記負極に含まれるゲル
化ホストポリマー材料の重量をＷｎ、前記セパレータに含まれるゲル化ホストポリマー材
料の重量をＷｓとするとき、Ｗｐ、ＷｎおよびＷｓが下記（１）～（４）の関係を有する
リチウムポリマー二次電池。
　（１）Ｗｓ＜Ｗｎ＜Ｗｐ
　（２）２０≦１００Ｗｐ／（Ｗｐ＋Ｗｎ＋Ｗｓ）≦５０
　（３）２０≦１００Ｗｎ／（Ｗｐ＋Ｗｎ＋Ｗｓ）≦５０
　（４）２０≦１００Ｗｓ／（Ｗｐ＋Ｗｎ＋Ｗｓ）≦５０
【請求項２】
　前記ゲル化ホストポリマー材料が、アルキレンオキサイド基を主鎖および分岐鎖に含む
ポリアクリレートまたはポリメタクリレートを主材料とする重合体、あるいはブロック共
重合体であることを特徴とする請求項１記載のリチウムポリマー二次電池。
【請求項３】
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　前記ゲル化ホストポリマー材料が、カーボネイト基を主鎖および分岐鎖に含むポリウレ
タンを主材料とする重合体、あるいは共重合体であることを特徴とする請求項１記載のリ
チウムポリマー二次電池。
【請求項４】
　前記ゲル化ホストポリマー材料が、フッ化ビニリデンを主材料とする重合体、あるいは
共重合体であることを特徴とする請求項１記載のリチウムポリマー二次電池。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、リチウム含有複合酸化物を活物質としゲル化ホストポリマーを含有する正極と
、リチウムの挿入・脱離が可能な炭素材料、合金、酸化物、窒化物を活物質とし前記と同
種のゲル化ホストポリマーを含有する負極と、有機電解液を同種のゲル化ホストポリマー
で保持したゲルポリマー電解質を用いたリチウムポリマー二次電池に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
有機電解液を用い、炭素材料を負極活物質、リチウム含有複合酸化物を正極活物質とする
リチウムイオン二次電池は、水溶液系の二次電池に比べて電圧、エネルギー密度が高く、
かつ低温特性が優れている。また、負極に金属リチウムを用いていないことから電池とし
てのサイクル安定性、安全性にも優れており、急速に実用化されている。さらに、有機電
解液を含有保持するゲル化ポリマー電解質を用いたリチウムポリマー電池も薄型・軽量な
電池系として開発されつつある。
【０００３】
ゲル化ポリマー電解質のホストポリマーとして、これまで種々の高分子材料が提案されて
いる。エチレンオキサイド系高分子（例えば、Ｍ．Ａｒｍａｎｄ他の米国特許第4,303,74
8号明細書などに開示）は電解液との相溶性に優れているが、高温でゾル／ゲル転移する
ことなどの熱安定性に課題を有している。ポリアクリロニトリル系材料（例えば、特開平
4-306560号公報などに開示）は難燃性でかつ高いイオン伝導度を示すものの、相溶性のあ
る電解液溶媒が限られていることやゲルの熱安定性などに課題がある。
【０００４】
フッ化ビニリデン系高分子（例えば、Ａ．Ｇｏｚｄｚ他の米国特許第5,296,318号明細書
などに開示）は電気化学的に安定な電位幅が広く、フッ素を含有するため燃えにくい特徴
があるが、反面高温で電解液溶媒が分離しやすい課題がある。ポリアクリレート系材料（
例えば、特公昭58-36828号公報など）は電解液溶媒の保持性に優れるが、電気化学的に不
安定といわれている。
【０００５】
さらにそれぞれの材料においてその課題解決のために共重合体化、化学的架橋、ポリマー
アロイ化など提案されているが、顕著な改良に至っていない。
【０００６】
ＬｉＣｏＯ2などのリチウム含有複合酸化物を正極活物質、炭素材料を負極活物質、セパ
レータと有機電解液を用いたリチウムイオン二次電池と比較した場合、同一の正・負極材
料を用い、有機電解液とゲル化ホストポリマー材料からなるゲルポリマー電解質を用いた
リチウムポリマー二次電池では、リチウムイオン電池系に比べ、サイクル安定性が劣ると
いう課題がある。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
すなわち、上記リチウム含有複合酸化物を活物質とする正極と、リチウムの挿入・脱離が
可能な炭素材料、合金、酸化物、窒化物等のいずれかを活物質とする負極と、有機電解液
を含有保持するゲルポリマー電解質のセパレータ層からなるリチウムポリマー二次電池を
、例えば室温で、１Ｃ（１時間率）の条件で充放電サイクル試験を行った場合、１００サ
イクル時の容量維持率が当初の８０％程度まで低下し、同一の活物質を用いたリチウムイ
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オン電池に対して劣化が大きいという課題を有している。
【０００８】
本発明は上記の課題を解決するもので、電池の各構成要素に含まれるゲル化ホストポリマ
ー材料の重量配分比率に着目し、これを適正化することにより、サイクル安定性を改良で
きることを見いだしたことに基づく。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　すなわち、電池の各構成要素に含まれるゲル化ホストポリマー材料の重量配分比率を種
々検討した結果、ポリマー材料の総量を１００としたとき、その重量配分比率が正極＞負
極＞セパレータ層の順であり、かつ各構成要素中の存在量はいずれも２０～５０重量％の
範囲内としたものである。
　すなわち、正極に含まれるゲル化ホストポリマー材料の重量をＷｐ、負極に含まれるゲ
ル化ホストポリマー材料の重量をＷｎ、セパレータに含まれるゲル化ホストポリマー材料
の重量をＷｓとするとき、Ｗｐ、ＷｎおよびＷｓが下記（１）～（４）の関係を有するリ
チウムポリマー二次電池である。
　（１）Ｗｓ＜Ｗｎ＜Ｗｐ
　（２）２０≦１００Ｗｐ／（Ｗｐ＋Ｗｎ＋Ｗｓ）≦５０
　（３）２０≦１００Ｗｎ／（Ｗｐ＋Ｗｎ＋Ｗｓ）≦５０
　（４）２０≦１００Ｗｓ／（Ｗｐ＋Ｗｎ＋Ｗｓ）≦５０
【００１０】
これによりゲル化ホストポリマー材料の電池内での分布を均一化し、充放電サイクル安定
性を向上することが可能となった。ここでいうゲル化ホストポリマーは、同一または同種
のポリマーを指し、例えばフッ化ビニリデンとヘキサフロロプロピレンの（Ｐ（ＶＤＦ－
ＨＦＰ））共重合体を用いる場合は、これと全く同じのもあるいは極めて近似の組成配合
をもつ同種物を意味している。従来のリチウムイオン電池では、正・負極に含まれるバイ
ンダー樹脂とセパレータ樹脂は電解液に溶解・膨潤しないポリマー材料が用いられており
、電解液の分布とは関係しないのに対して、ゲルポリマー電解質電池ではゲル化ホストポ
リマー材料が電解液溶媒との親和性が高いことから、電解液の分布がポリマー材料の分布
と相関性を示す。すなわち、電池内のゲル化ホストポリマーの均一分布を図ることが、電
解液の分布を均一化することになる。負極活物質に黒鉛系材料を用いた場合、充放電反応
に伴い極板の膨張、収縮が発生することが知られており、この膨張、収縮を抑制、緩和す
るため負極側により多くのポリマーを配分していた。しかし、このゲル化ポリマーは電解
液を吸収して膨潤し、極板の膨張をさらに増大させるため、電池としてのサイクル安定性
が悪化する。従って、正極側のポリマー配分量を多くすることにより、電解液の局在化を
防ぐことおよび極板の膨張変化の均一化が可能となり、サイクル特性が良く信頼性に優れ
た、高エネルギー密度のリチウムポリマー二次電池を提供することができる。
【００１１】
本発明のリチウムポリマー二次電池は、電池の各構成要素内でのゲル化ホストポリマーの
分布状態を最適化することにより、充放電反応時の正・負極内およびセパレータ層におけ
る電解液の分布が局在化することおよび極板の膨張変化の不均一化を防止し、サイクル安
定性を改良したものである。ゲル化ホストポリマー材料は、基本的に電解液溶媒との親和
性が高いため、電解液溶媒を吸液しやすい。また、電解液を吸液することによりポリマー
マトリックスは膨潤するため、電極の膨張が生じ、電極内の電子伝導ネットワークが崩れ
て、活物質粒子の電気的遊離がおこる。これにより充放電に関与しない不活性な活物質が
できることになり、電池の充放電容量が低減し、サイクル劣化となる。
【００１２】
また、ゲル化ホストポリマーが一要素部材に集中した場合、他の部材のポリマー量は少な
くなって機械的強度が弱くなり、活物質の欠落、剥離等を生じるとともに電解液が一部分
に局在化して、電池内の電解液が不均一化し、他の部分で局部的な液枯れ状態が生じ、充
放電反応が阻害されてサイクル劣化となる。
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【００１３】
従って、電池内でのゲル化ホストポリマーの分布を適正化することにより、不均一な電極
の膨潤と電解液の局在化を抑制して、サイクル特性を改良することができる。具体的には
電池内でのゲル化ホストポリマーの重量配分比率を正極＞負極＞セパレータ層の順とし、
かつ各部材の機械的強度を保持するのに必要なポリマー量としてそれぞれの部材中の存在
量が２０～５０重量％の範囲内となる構成とした。
【００１４】
また本発明は電解液分布を均質化するものであるので、正・負極の活物質の種類、有機電
解液の種類、ゲル化ホストポリマー材料の種類等には制約されなく、ゲルポリマー電解質
を用いる電池系全般に適用可能である。
【００１５】
【発明の実施の形態】
　請求項１に記載の発明は、リチウム含有複合酸化物を活物質としゲル化ホストポリマー
を含有する正極と、リチウムの挿入・脱離が可能な炭素材料、合金、酸化物、窒化物のい
ずれかを活物質とし前記と同一または同種のゲル化ホストポリマーを含有する負極と、有
機電解液を前記と同一または同種のゲル化ホストポリマーが含有保持したゲルポリマー電
解質から成るセパレータ層を正・負極間に配したリチウムポリマー二次電池において、ポ
リマー材料の総量を１００としたとき、その電池内でのゲル化ホストポリマーの重量配分
比率が正極＞負極＞セパレータ層の順でありかついずれも２０～５０重量％の範囲内にあ
るものである。
　すなわち、本発明のリチウムポリマー二次電池は、正極、負極およびセパレータが、ゲ
ル化ホストポリマーおよび有機電解液を含んでおり、かつ正極に含まれるゲル化ホストポ
リマー材料の重量をＷｐ、負極に含まれるゲル化ホストポリマー材料の重量をＷｎ、セパ
レータに含まれるゲル化ホストポリマー材料の重量をＷｓとするとき、Ｗｐ、Ｗｎおよび
Ｗｓが下記（１）～（４）の関係を有することを特徴とする。
　（１）Ｗｓ＜Ｗｎ＜Ｗｐ
　（２）２０≦１００Ｗｐ／（Ｗｐ＋Ｗｎ＋Ｗｓ）≦５０
　（３）２０≦１００Ｗｎ／（Ｗｐ＋Ｗｎ＋Ｗｓ）≦５０
　（４）２０≦１００Ｗｓ／（Ｗｐ＋Ｗｎ＋Ｗｓ）≦５０
【００１６】
より好ましくはゲル化ホストポリマーの種類、性状に関らず、その各構成要素部材中での
存在量は２０～４５重量％の範囲内とすることにより、電池内のゲル化ホストポリマーの
分布を均質化することができ、不均一な電極の膨潤と電解液の局在化を抑制する作用を発
揮させてリチウムポリマー二次電池のサイクル特性を改良する効果がある。
【００１７】
以下、本発明の実施の形態について、図を用いて説明する。
【００１８】
（実施の形態１）
図１は平形ポリマー電池の断面図を示し、１は樹脂フィルム間にアルミ箔を配したアルミ
ラミネートフィルム製の電池ケース、２はそのリード部溶着シール、３はアルミニウム製
の正極リード、４は活物質としてリチウムコバルト複合酸化物などを用い、ゲル化ホスト
ポリマーを含有した正極板、５は無機フィラーである二酸化珪素微粒子とゲル化ホストポ
リマーを含有するゲルポリマー電解質からなるセパレータ層、６は活物質として球状黒鉛
などを用いゲル化ホストポリマーを含有した負極板、７は銅製の負極リードである。
【００１９】
ゲル化ホストポリマーとして、アルキレンオキサイド骨格を有するジメタクリレートを主
成分とするポリマーを用いた場合、負極活物質である球状黒鉛を、アルキレンオキサイド
骨格を有するジメタクリレートを主成分とするポリマーのN-メチルピロリドン（ＮＭＰ）
溶液に混合分散して負極ペーストとする。この負極ペーストにモノマー重量に対して0.5
重量％の熱重合開始剤の2,2'アゾビスイソブチロニトリル(AIBN)を添加した。得られたペ
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ーストを負極集電体である銅箔製芯材上に塗着し、重合・脱溶媒を行った。銅箔の未塗工
面にも同様のペースト塗着を行い、圧延後所定寸法に切断することにより負極板６が得ら
れる。
【００２０】
正極活物質のリチウムコバルト複合酸化物と導電剤のアセチレンブラックの混合物を同様
にアルキレンオキサイド骨格を有するジメタクリレートを主成分とするポリマーＮＭＰ溶
液に混合分散して正極ペーストとする。この正極ペーストにモノマー重量に対して0.5重
量％の熱重合開始剤のＡＩＢＮを添加した。得られたペーストを正極集電体であるアルミ
ニウム箔上に塗着し、同様に加工処理することにより正極板４が得られる。正極板４と負
極板６に各リードを接合した後、電解液を真空含浸により注液した。電解液を含浸した正
極板上にセパレータ層を形成するペーストを塗着する。セパレータ層のペーストは、アル
キレンオキサイド骨格を有するジメタクリレートを主成分とするポリマーと電解液の溶液
に、構造材である疎水化処理した二酸化珪素微粒子を混合分散し、さらに熱重合開始剤Ａ
ＩＢＮを１重量％添加している。熱重合により正極上のペーストをゲル化（硬化）してセ
パレータ層５を形成した。ついで負極板６の両側を、片面上にセパレータ層５を形成した
正極板４で挟み込み、アルミラミネートケース内に挿入し、封止することによりポリマー
電池を得た。なお負極とセパレータ層との界面接合を強化するために、負極表面にもポリ
マーと電解液の混合溶液を薄く塗布し、アルミラミネートケース内に封止した後、加熱（
重合）することも可能である。
【００２１】
以上の説明では、積層形式の電極群を用いた平形電池について述べたが、折り畳みの電極
群や、捲回式の電極群を用いた電池に適用することも可能である。
【００２２】
（実施例１）
次に、本発明の具体例を説明する。
【００２３】
正極活物質としてリチウムコバルト複合酸化物（ＬｉＣｏＯ2）を、負極活物質として球
状黒鉛を用い、図１に示した平形のリチウムポリマー二次電池を作製した。正極はＬｉＣ
ｏＯ2と導電材のアセチレンブラックを重量比90:10で混合し、アルキレンオキサイド骨格
を有するジメタクリレート系モノマーのＮＭＰ溶液に混合分散し、正極ペーストを作製し
た。この正極ペーストにはモノマー重量に対して0.5重量％の熱重合開始剤のＡＩＢＮを
添加しており、これをアルミニウム箔製集電体に塗着し、８０℃で重合・脱溶媒を行い、
正極板を得た。
【００２４】
負極は球状黒鉛粉末を同様のポリマーＮＭＰ溶液に混合分散してペーストを作製し、これ
を塗着、加熱（重合）・脱溶媒の工程を銅箔集電体両面に行い負極板を得た。
【００２５】
有機電解液にはエチレンカーボネイト（ＥＣ）とジエチルカーボネイト（ＤＥＣ）を体積
比１：３で混合した混合溶媒に、電解質である６フッ化燐酸リチウム（ＬｉＰＦ6）を１
．５モル・dm-３の濃度に溶解させたものを用いた。正・負極板にそれぞれリードを接合
した後、電解液を真空含浸により注液した。
【００２６】
セパレータのペーストは、構造材である疎水化処理した二酸化珪素微粒子をアルキレンオ
キサイド骨格を有するジメタクリレートを主成分とするポリマーと電解液の溶液に混合分
散し、さらに熱重合開始剤ＡＩＢＮを１重量％添加している。電解液を含浸した正極板上
にセパレータ層を形成するペーストを塗着し、熱重合により正極上のペーストをゲル化（
硬化）してセパレータ層を形成した。電解液を含浸した負極板にポリマー電解液溶液を薄
く塗布した後、セパレータ層を形成した正極板で両側から挟み込み、アルミラミネートケ
ース内に挿入、封止した。負極とセパレータ層との界面接合を強化するために、最終工程
で１００℃の加熱を行い、ポリマー電池を作製した。この電池の正・負極およびセパレー



(6) JP 4412808 B2 2010.2.10

10

20

30

40

50

タ層の固形分比率と重量から、電池内のジメタクリレート系ポリマーの重量配分比率は、
正極中に４０重量％、負極中に３５重量％、セパレータ層中に２５重量％であることが確
認できた。この電池を実施例１とした。
【００２７】
（実施例２）
負極ペーストにアルキレンオキサイド骨格を有するジメタクリレート系モノマーとトリメ
タクリレートモノマーを重量比３:１とした混合モノマーを用い、各構成要素内のポリマ
ー比率を変化させたこと以外実施例１と同様にポリマー電池を構成した。ポリマーの重量
配分比率は、正極中に５０重量％、負極中に３０重量％、セパレータ層中に２０重量％で
あった。この電池を実施例２とした。
【００２８】
（実施例３）
各構成要素内のポリマー比率を変化させたこと以外は実施例１と同様に電池を構成した。
電池内のポリマー重量配分比率は正極中に４２重量％、負極中に３７重量％、セパレータ
層中に２１重量％であり、この電池を実施例３とした。
【００２９】
（実施例４）
各構成要素内のポリマー比率を変化させたこと以外は、同様の電池を構成した。電池内の
ポリマー重量配分比率は正極中に４５重量％、負極中に３０重量％、セパレータ層中に２
５重量％であり、この電池を実施例４とした。
【００３０】
（実施例５）
各構成要素内のポリマー比率を変化させたこと以外は実施例１と同様に電池を構成した。
電池内のポリマー重量配分比率は正極中に３７重量％、負極中に３５重量％、セパレータ
層中に２８重量％であり、このポリマー電池を実施例５とした。
【００３１】
（実施例６）
カーボネイト骨格を有するウレタンジオールとヘキサメチレンジイソシアネートを反応さ
せたウレタンポリマーをゲル化ホストポリマーに用い、各構成要素内のポリマー比率を変
化させたこと以外は実施例１と同様にポリマー電池を構成した。電池内のポリマー重量配
分比率は、正極中に４０重量％、負極中に３５重量％、セパレータ層中に２５重量％であ
り、この電池を実施例６とした。
【００３２】
（実施例７）
フッ化ビニリデンとヘキサフロロプロピレンの（Ｐ（ＶＤＦ－ＨＦＰ））共重合体をゲル
化ホストポリマーに用い、実施例１と同様の正負極材料を用いてポリマー電池を構成した
。正極材料とポリマーのＮＭＰ溶液に可塑剤としてジブチルフタレート（ＤＢＰ）添加し
作製したペーストをアルミニウム箔上に塗着・乾燥・切断し、正極を作製した。負極材料
を同様のペーストとし、銅箔上に塗着・乾燥・切断して負極を作製した。セパレータ層も
疎水化処理した二酸化珪素微粒子を同様のポリマー溶液に分散・混合し、ペーストを作製
した。このペーストをＰＥＴフィルム上に塗着・乾燥・切断し、セパレータ層を作製した
。負極板をセパレータ層で挟み込み、熱圧接合により接合した。さらにその外側を正極板
で挟み込み、加熱圧接で電極群とした。この電極群をジエチルエーテルでＤＢＰを抽出し
て乾燥後、アルミラミネートケース内に挿入した。電解液はＥＣとエチルメチルカーボネ
イトの体積比１：３の混合溶媒に６フッ化燐酸リチウム(ＬｉＰＦ6)を1.5 モル・dm-３の
濃度に溶解させたものを用いた。アルミラミネート内の電極群に電解液を真空注液した後
、開口部を封止し、ポリマー電池とした。電池内でのポリマーの重量配分比率は正極中に
４３重量％、負極中に３６重量％、セパレータ層中に２１重量％であり、この電池を実施
例７とした。
【００３３】
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（比較例１）
ゲル化ホストポリマーの重量配分比率を正極中に１５重量％、負極中に５５重量％、セパ
レータ層中に３０重量％としたこと以外は、実施例１と同様に構成した電池を比較例１と
した。
【００３４】
（比較例２）
ゲル化ホストポリマーの配分比率を正極中に５５重量％、負極中に１５重量％、セパレー
タ層中に３０重量％としたこと以外は、実施例１と同様に構成した電池を比較例２とした
。
【００３５】
（比較例３）
ゲル化ホストポリマーとしてウレタンポリマーを用い、その重量配分比率を、正極中に４
５重量％、負極中に１５重量％、セパレータ層中に４０重量％としたこと以外は、実施例
６と同様に構成した電池を比較例３とした。
【００３６】
　（比較例４）
　ゲル化ホストポリマーとしてＰ（ＶＤＦ－ＨＦＰ）の共重合体を用い、その重量配分比
率を、正極中に２０重量％、負極中に２５重量％、セパレータ層中に５５重量％としたこ
と以外は、実施例７と同様に構成した電池を比較例４とした。
【００３７】
実施例１～７と比較例１～４で得た電池を、それぞれ２０℃で充電終止電圧4.2V、放電終
止電圧3.0V、１時間率の定電流条件で充放電サイクルを行い、１００サイクル後の容量維
持率を表１にまとめて示した。
【００３８】
【表１】

【００３９】
表１より明らかなように本発明ではゲル化ホストポリマーの種類にかかわらず、容量維持
率は８５％以上と向上しており、電池内のゲル化ホストポリマーの重量配分比率が正極＞
負極＞セパレータ層の順でありかつそれぞれの存在量が２０～５０重量％の範囲内とする
ことで、実質的なレベルで電池内のポリマー分布が均一化され、電池のサイクル安定性が
向上できることがわかる。
【００４０】
なお本実施例では、正極活物質にＬｉＣｏＯ2を、負極活物質に球状黒鉛を用いているが
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、正・負極の活物質は本実施例に記載のもの以外を用いても同様の効果が得られる。例え
ば、正極活物質にはLiNiO2，Li2MnO4，LiMnO2，LiV3O8などを単独または組合せて用いる
ことも可能であり、負極活物質には、天然黒鉛，人造黒鉛，黒鉛化炭素繊維などの炭素材
料、Ｓｉ，Ｓｎ，Ａｌ，Ｂ，Ｇｅ，Ｐ，Ｐｂなどを複合化した合金または酸化物、Ｌｉ3

Ｎ，Ｌｉ3－ｘＣｏｘＮなどの窒化物を用いることも可能である。
【００４１】
以上のように、電池内でのゲル化ホストポリマーの重量配分比率に着目し、ポリマーの配
分比率を正極＞負極＞セパレータ層の順とし、かつ各部材中の存在量をそれぞれ２０～５
０重量％の範囲としたことにより、電池内での電解液の分布が局在化することを抑制し、
電解液の分布の均一化を図るとともに、充放電サイクル時の電極の不均一な膨張変化を抑
制することができ、サイクル安定性に優れ、信頼性の高いリチウムポリマー二次電池を提
供することができた。
【００４２】
【発明の効果】
このように本発明は、リチウム含有複合酸化物を活物質としゲル化ホストポリマーを含有
する正極と、リチウムの挿入・脱離が可能な炭素材料、合金、酸化物、窒化物のいずれか
を活物質とし同種のゲル化ホストポリマーを含有する負極を用い、有機電解液を含有保持
する同種のゲルポリマー電解質からなるセパレータ層を正・負極間に配したリチウムポリ
マー二次電池において、電池内でのゲル化ホストポリマーの重量配分比率を正極＞負極＞
セパレータ層の順とし、かつその各部材中での存在量をそれぞれ２０～５０重量％の範囲
内としたことにより、ポリマー電池のサイクル特性を改良することができ、信頼性が高く
、高エネルギー密度のリチウムポリマー二次電池を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のリチウムポリマー二次電池の一例を示す断面図
【符号の説明】
１　電池ケース
２　リード部溶着シール
３　正極リード
４　正極板
５　セパレータ層
６　負極板
７　負極リード
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